
細
金
細
工
に
就
い
て

文
學
博
士
　
濱
　
　
田

耕
　
作

　
細
金
細
工
ビ
は
英
語
で
「
フ
イ
ソ
グ
レ
ー
」
（
塗
σ
q
§
）
ご

云
ひ
、
華
語
で
同
じ
く
「
フ
イ
ソ
グ
レ
ー
ン
」
（
農
σ
Q
§
器
）

伊
語
で
「
ブ
イ
リ
グ
ラ
ー
ナ
」
（
塗
σ
q
§
μ
ρ
）
ご
云
ふ
も
の
を

指
す
の
で
あ
っ
て
、
金
銀
の
可
伸
性
を
利
用
し
て
其
の
細

線
繊
粒
を
以
っ
て
繊
細
な
細
工
を
装
飾
品
に
試
み
る
も
の

が
帥
ち
そ
れ
で
あ
る
Q
此
の
「
ブ
イ
ソ
グ
レ
ー
」
な
る
語
は

拉
丁
の
「
フ
ィ
ル
ム
」
（
塗
⊆
B
）
郎
ち
「
締
」
ご
、
「
グ
ラ
ヌ
ム
」

（
σ
q
歪
皆
旦
帥
ち
「
識
し
の
爾
語
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
る

け
れ
ざ
も
、
古
く
か
ら
あ
る
語
で
は
無
く
、
近
代
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
細
金
細
工
其
者
は
世
界
に
於
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
ウ
エ
リ
ロ

て
最
も
古
く
か
ら
存
在
す
る
寳
飾
の
技
術
で
あ
る
。
其

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
細
金
細
工
に
就
て

　
の
分
布
は
古
挨
及
、
希
臓
、
エ
ト
ル
リ
や
な
ざ
か
ら
厭
洲

　
で
は
中
世
を
通
じ
て
、
ヶ
川
ト
人
、
其
他
の
邊
睡
の
民
族

　
に
も
及
ひ
、
亜
細
亜
で
は
印
度
か
ら
、
支
那
朝
鮮
日
本
に

　
も
認
め
ら
れ
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
交
化
美
術
の
研
究
者
に

取
っ
て
、
最
も
趣
味
の
深
い
現
象
で
あ
る
。
又
た
忽
に
す

　
る
こ
ご
の
出
監
な
い
研
究
問
題
で
あ
る
。
然
る
に
從
來
此

等
の
細
工
品
が
支
那
日
本
朝
鮮
な
ざ
の
古
墳
か
ら
登
見
せ

ら
れ
て
も
、
た
や
精
巧
な
金
銀
装
飾
品
こ
し
て
賞
讃
の
僻

　
を
呈
す
る
ば
か
り
で
、
其
起
源
や
東
西
の
関
係
な
ざ
に
就

　
い
て
考
察
を
試
み
だ
も
の
は
殆
ご
無
か
っ
た
機
で
あ
る
。

　
私
は
朝
鮮
の
点
墳
を
調
査
し
て
、
親
ら
細
金
細
工
の
耳
飾

　
を
登
録
し
て
か
ら
、
此
の
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
多
少
の

●

　
研
究
を
試
み
、
既
に
少
し
く
之
に
写
し
て
述
べ
た
こ
ビ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
ム
コ
ニ
　
（
垂
三
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
継
登
細
工
に
就
て

あ
っ
た
が
（
朝
鮮
認
賢
府
大
盛
七
年
古
蹟
調
査
報
告
第
…
柵
）
雰
座
右
基
考
す
貫
き
●

書
物
な
ご
が
備
は
ら
な
い
の
で
、
思
ふ
通
り
の
論
謹
も
患

來
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
併
し
今
迄
調
べ
得
た
虚
を
不

充
分
な
が
ら
左
に
記
述
し
て
、
大
方
忍
者
の
敷
を
乞
ひ
、
・

之
に
關
す
る
一
般
の
興
味
を
喚
起
し
潔
い
ご
思
ふ
の
で
あ

る
Q

二

　
フ
レ
リ
　
グ
レ
け

　
細
金
細
工
の
技
術
要
領
は
、
金
銀
の
細
い
柔
か
な
孫
を

撚
冷
し
、
組
辮
し
、
其
の
各
の
影
響
黙
及
び
地
面
こ
の
間

　
　
　
　
シ
ロ
メ

を
金
銀
の
白
蝋
及
び
礪
砂
を
以
て
、
吹
管
の
焔
に
よ
っ
て

結
着
せ
し
む
る
に
あ
る
ご
云
っ
て
宜
し
い
。
而
し
て
小
さ

い
金
銀
の
細
粒
や
小
玉
を
、
渦
形
の
慮
や
、
変
叉
職
、
又

は
其
れ
等
の
中
間
に
附
着
し
て
、
紬
線
細
工
の
愈
々
美
し

く
飾
り
上
げ
、
愚
智
尚
々
粗
い
線
の
基
礎
的
細
工
を
し
て

其
の
内
に
極
く
繊
細
な
細
工
を
入
れ
込
む
の
が
、
精
巧
な

も
の
に
於
い
て
常
に
見
る
所
で
あ
る
。
時
に
は
細
線
の
細

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
二
四
　
（
五
三
二
）

工
を
敏
き
、
軍
に
微
粒
の
み
を
以
て
す
る
場
合
に
も
此
の

「
フ
ィ
リ
グ
レ
ー
」
な
る
語
を
以
て
睡
・
ぷ
こ
ご
は
あ
る
が
、

併
し
是
は
寧
ろ
例
外
で
あ
っ
て
、
細
線
を
紐
撚
し
て
細

工
を
す
る
黙
に
、
此
の
技
術
の
特
徴
を
認
む
可
き
で
あ

る
。
（
以
上
主
亡
し
て
大
英
ぼ
科
卜
書
の
認
事
に
採
る
。
）

　
此
の
機
の
技
術
の
作
品
で
最
も
古
い
の
は
矢
張
り
埃
及

で
あ
ら
う
。
埃
及
で
は
紀
元
前
約
三
千
年
第
十
二
王
朝
の

頃
に
既
に
微
粒
を
主
こ
し
た
細
工
が
存
在
し
て
居
っ
た
。

而
し
て
其
の
粒
の
細
か
さ
は
一
望
の
八
十
分
の
一
に
達
す

る
ざ
云
は
れ
て
る
る
。
郎
ち
か
の
ド
・
モ
ル
ガ
ン
氏
が
グ

ー
シ
ュ
ー
川
（
O
巴
邑
μ
霞
）
で
総
見
し
た
賓
飾
の
中
に
之
を

認
め
る
こ
ご
が
出
摩
る
。
第
十
入
王
朝
に
至
っ
て
は
、
細

線
を
振
曝
し
た
眞
の
「
フ
ィ
リ
グ
レ
ー
」
細
工
ε
繕
す
可
き

も
の
も
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
の
挨
及
の
例
は
エ
ト

ル
ソ
ヤ
の
も
の
に
比
べ
る
ご
遠
く
二
千
年
以
前
も
古
い
こ

嘉
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
ペ
ト
リ
ー
氏
「
古
型
「
及
の
美
衝
定
星
藝
」
）
　
曳

　
キ
ブ
ル
ス
島
の
エ
ン
コ
ミ
の
古
墳
（
目
昌
ぎ
ヨ
一
）
で
大
英



博
物
館
の
登
掘
が
登
見
し
た
遣
物
に
も
微
粒
細
工
の
著
し

い
逡
物
が
あ
る
Q
中
に
も
石
榴
形
を
し
て
垂
飾
は
、
三
角

形
の
模
様
に
仕
切
り
、
そ
れ
に
三
千
以
上
の
粒
子
を
一
々

鍛
著
し
て
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
而
し
て
是
は
紀
元

前
約
】
千
年
頃
の
製
作
で
あ
る
か
ら
、
前
の
埃
及
の
遽
品

に
比
し
て
は
、
精
々
新
し
い
が
、
な
ほ
此
榛
の
細
工
中
富

も
計
い
も
の
、
一
ご
云
ふ
豪
き
で
あ
る
。
又
た
ロ
ー
ド
ス

島
の
カ
ミ
ル
ス
（
O
ρ
9
貯
【
ω
）
か
ら
も
、
紀
一
7
6
前
七
百
年
頃

の
微
粒
細
工
の
装
飾
が
串
て
る
る
。
併
し
此
等
は
エ
｝
川

リ
ヤ
の
遺
昂
に
比
し
て
粒
子
の
大
き
さ
は
粗
い
ご
云
は
ね

ば
な
ら
な
い
。
（
ウ
ナ
ル
タ
ー
氏
「
希
畿
入
の
美
幽
し
）

三

　
併
し
細
金
細
工
の
最
も
精
妙
の
域
に
達
し
た
の
は
、
西

洋
で
は
希
書
ご
伊
太
利
エ
ト
ル
リ
ャ
に
於
け
る
紀
元
前
第

六
世
紀
乃
至
三
世
紀
の
作
品
に
若
く
は
無
い
。
希
臓
人
の

遺
物
も
其
の
本
土
褒
、
晃
の
も
の
に
は
、
取
り
立
て
、
云
ふ

　
　
　
第
七
巷
刃
柵
下
細
工
に
撃

程
の
も
の
は
無
い
が
、
却
っ
て
黒
海
の
黒
磯
ク
リ
ミ
ヤ
地

方
に
於
け
る
希
臓
人
の
．
植
民
地
の
古
墳
か
ら
最
も
顯
著
な

る
愚
物
を
早
見
し
た
。
「
就
中
古
へ
の
ミ
レ
ト
ス
の
植
民
地

で
あ
・
つ
た
メ
ン
チ
カ
ペ
ゥ
ム
臼
弩
甑
8
饗
窪
B
）
の
跡
で

あ
る
ケ
ル
チ
（
潟
Φ
膏
げ
）
の
ク
ー
ル
、
オ
バ
（
囚
。
巳
○
σ
9
）

の
一
古
墳
か
ら
、
千
入
百
三
十
一
年
に
資
心
し
た
賓
飾
を

以
て
其
の
優
品
ご
す
る
。
莫
の
後
ニ
コ
ポ
ソ
ス
（
乞
搾
〒

℃
o
謙
）
や
ブ
リ
ッ
ニ
ッ
ア
　
（
切
欝
三
叶
舜
）
な
ご
の
古
墳
か

ら
出
た
も
の
も
之
に
多
く
劣
ら
な
い
。
今
ま
此
等
に
就
い

て
精
し
く
叙
述
す
る
邊
は
無
い
が
、
共
の
纈
瀬
部
の
飾
物

胸
飾
，
頸
飾
、
手
紙
等
に
於
い
て
我
々
は
細
金
細
工
の
絶

妙
な
る
技
術
を
鞍
見
す
る
の
で
、
或
者
に
於
い
て
は
細
線

七
列
を
並
行
せ
し
め
た
も
の
さ
へ
も
あ
る
Q
勿
論
斯
る
作

品
は
、
南
露
植
民
地
の
技
術
家
の
手
に
成
つ
だ
も
の
で
は

無
く
、
ス
キ
チ
や
地
方
瑠
長
の
豪
華
を
好
む
趣
好
に
投
じ

て
、
雅
典
の
本
場
で
製
作
輸
入
せ
ら
れ
た
も
の
に
違
ひ
無

い
Q
＼
（
ミ
ン
ス
氏
「
希
鞭
人
ビ
ス
キ
チ
や
人
し
穿
り
）
兎
に
角
砦
ク
リ
、
・
・
尊
見
の
遺

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
二
五
八
五
三
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
細
金
細
工
に
就
て

物
は
紀
元
前
世
四
世
紀
に
於
け
る
希
腫
の
細
金
細
工
襲
達

の
最
下
鮎
を
誇
示
す
る
も
の
ご
云
っ
て
差
支
な
い
。

　
伊
太
利
エ
ト
川
ス
キ
（
H
W
下
民
q
q
o
O
P
昌
ω
）
の
髪
飾
に
於
け
る

技
術
も
、
亦
た
希
臓
人
か
ら
學
ん
で
、
之
に
東
方
の
影
響

を
交
へ
た
も
の
に
過
ぎ
無
い
。
而
し
て
矢
張
り
人
民
の
華

美
外
飾
を
愛
す
る
趣
味
か
ら
．
寳
飾
の
需
要
の
頗
る
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
も
の
が
あ
り
、
希
臓
の
技
術
家
は
、
此
虚
に
來
っ
て
其

の
精
妙
な
作
品
を
残
し
或
は
之
を
傳
へ
た
の
で
、
我
々
は

紀
元
前
第
四
世
紀
の
細
金
細
工
の
最
頂
貼
を
南
露
古
墳
の

　
　
　
　
　
　
第
四
號
｝
　
　
「
二
山
ハ
　
（
五
三
四
）
・

登
見
越
に
認
め
る
ご
同
様
、
第
六
世
紀
第
五
世
紀
か
ら
第

三
世
紀
に
至
る
首
巻
は
、
之
を
エ
ト
ル
キ
ス
の
古
墳
の
遺

物
に
求
め
る
こ
ε
が
出
來
る
の
み
な
ら
す
、
此
等
酸
掘
品

の
分
量
か
ら
云
っ
て
、
エ
ト
ル
ス
キ
は
古
代
民
族
中
最
も

　
　
　
　
　
　
　
寳
飾
を
愛
好
し
、
叉
た
件
の
細
金
細

　
　
　
　
　
　
　
　
工
を
最
も
盛
に
癒
用
し
た
こ
総
せ
ら

　
　
　
　
　
　
捗
れ
る
の
も
無
理
は
無
い
。

　
　
　
　
　
　
熔
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
寳
飾
は
到
る
慮
の

　
　
　
　
　
　
膿
彼
等
の
墳
蒙
ら
出
て
ゐ
・
が
、
就

　
　
　
　
　
　
鞭
中
ヴ
掌
（
＜
＝
一
。
一
）
・
ζ
ト
（
。
。
彗
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
①
8
）
チ
ェ
ル
，
ヘ
テ
リ
（
∩
Φ
属
く
簿
O
ユ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ご
か
ら
、
細
金
細
工
の
立
派
な
も

の
が
登
見
せ
⑥
れ
た
。
此
等
の
作
品
は
古
い
慮
で
は
著
し

く
東
洋
風
を
登
吊
し
、
其
の
趣
昧
も
高
爾
で
無
か
っ
た
が

次
い
で
希
臓
の
影
響
を
受
く
る
に
至
っ
て
由
美
術
的
便
値

の
向
上
ご
共
に
、
技
術
の
方
面
に
も
非
常
の
野
里
を
し
セ

然
る
に
第
三
世
紀
以
後
に
至
っ
て
、
途
に
粗
悪
な
る
手
法



に
臓
落
し
て
行
っ
た
経
路
は
美
術
史
上
の
研
究
ご
し
て
頗

る
面
重
い
黙
で
あ
る
が
、
今
私
の
述
べ
よ
う
こ
す
’
る
目
的

「
に
直
接
の
關
係
は
無
い
か
ら
、
豆
蔵
に
は
詳
し
く
述
べ
る

を
避
け
見
こ
ご
（
マ
ツ
タ
氏
「
エ
ト
ル
ス
キ
の
美
徳
」
等
）

　
　
　
　
　
四

　
伊
太
利
に
於
い
て
エ
ト
ッ
ノ
ス
キ
の
聞
に
斯
の
如
ぐ
登
達

し
た
細
金
細
工
も
、
年
を
経
て
其
技
術
は
全
く
工
匠
の
間
．

に
為
れ
ら
れ
て
仕
舞
つ
た
。
之
を
再
び
此
等
の
間
に
復
活

し
た
の
は
、
羅
馬
の
寳
飾
師
カ
ス
テ
ラ
三
二
（
9
ω
量
寧

ぼ
）
で
あ
る
。
彼
は
希
臓
…
エ
ト
川
リ
ャ
の
寳
飾
を
深
く
研

究
し
、
如
何
に
も
し
て
其
れ
ご
同
襟
の
も
の
を
作
っ
て
見

よ
う
ご
思
っ
て
苦
心
を
し
π
が
、
多
年
の
闇
之
を
登
見
す

る
こ
ご
が
出
來
な
か
っ
た
。
然
る
に
絡
に
ア
ペ
ニ
ノ
山
中

サ
ン
タ

聖
ア
ン
ヂ
ェ
ロ
・
イ
ソ
・
ヅ
ァ
ー
3
（
○
り
叶
．
》
昌
⑳
色
○
凶
昌
く
9
・
匹
。
）

の
片
田
舎
に
此
技
術
を
傳
へ
て
る
る
工
匠
を
螢
干
し
て
、

彼
は
此
の
細
金
細
工
の
技
術
の
可
決
を
知
る
こ
ご
が
霞
來

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
細
金
細
工
に
就
て

た
。
断
ち
宝
治
百
六
十
年
十
二
月
二
日
彼
は
「
ア
カ
デ
ミ

ー
ザ
ン
ス
ク
ジ
ブ
シ
ヨ
ン
」
に
獲
表
し
だ
庭
は
、
饗
に
述

べ
た
通
り
、
吹
管
の
焔
を
以
て
、
金
銀
の
細
線
微
粒
を
固

著
し
た
上
を
熔
著
せ
し
め
る
の
で
、
そ
れ
に
は
砒
素
化
合

物
を
用
み
る
に
あ
る
。
彼
は
斯
／
Y
て
其
の
工
匠
を
ナ
ポ
リ

に
招
致
し
て
之
を
學
回
し
、
絡
に
千
入
百
七
十
二
年
倫
敦

の
大
博
覧
會
に
倣
古
の
作
品
を
出
陳
し
て
、
賞
讃
を
博
す

る
に
至
っ
た
。
（
ヵ
ス
テ
ラ
ー
二
の
考
へ
で
は
、
細
金
細
工

は
或
る
海
の
貝
の
形
か
ら
其
の
意
匠
を
得
摩
つ
だ
も
の
で

あ
る
こ
の
事
で
あ
る
。
是
は
一
寸
面
白
い
見
方
で
あ
る
。
）

併
し
其
の
精
巧
さ
は
到
底
古
へ
の
希
臓
エ
ト
ル
ス
キ
の
も

の
に
及
ぶ
可
く
は
無
か
っ
た
こ
ご
は
、
彼
二
身
の
左
の
言

に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
（
マ
ツ
タ
氏
こ
豪
ろ
。
）

　
宕
。
諺
ω
o
髭
ヨ
。
。
D
o
9
μ
く
鉱
μ
戸
9
あ
ρ
離
Φ
δ
ω
簿
昌
。
毒
悪
。
暮

　
。
自
ε
Φ
5
器
嘆
。
。
a
ひ
ユ
μ
言
δ
器
ρ
【
δ
き
五
平
四
〇
マ
璽

　
9
演
も
艮
。
。
ρ
器
二
ご
巴
⑳
急
8
器
嵩
○
ω
Φ
鴇
。
憲
。
・
工
ρ
○
器
ま

　
の
9
5
二
型
℃
避
寒
臨
！
、
醗
篇
冨
お
℃
δ
魯
お
嵐
○
ρ
良
0
8
7

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
二
七
（
五
三
五
）



’

　
　
　
第
七
磐
　
　
研
　
究
　
　
細
金
細
工
に
就
て

　
露
｛
琴
凱
○
。
5
博
8
頓
挙
銭
ざ
。
挺
窄
r
o
集
一
μ
窪
。
・
o
狐
三
｝
三
ぎ
蕾
凱

　
昌
。
蕊
〔
騨
g
一
）
曾
。
霧
〔
一
．
霧
導
き
乙
M
画
き
。
貯
頓
（
げ
嵩
。
午

　
く
O
犀
O
騙
〔
げ
O
O
ば
く
○
答
O
Q
O
二
〇
貯
ω
O
δ
嵩
○
免
き

　
斯
の
如
く
カ
ス
テ
ラ
ー
諸
氏
が
十
九
世
紀
の
中
頃
に
至

っ
て
、
漸
く
ア
ペ
ニ
ノ
山
中
で
探
し
出
し
セ
細
金
細
工
の

技
術
は
、
併
し
伊
太
利
の
古
代
許
り
で
無
く
南
欧
で
は
ビ

ザ
ン
ツ
帝
國
北
欧
で
は
ず
キ
ソ
ン
人
、
ケ
ル
ト
人
、
ブ
リ

ト
ン
人
等
の
間
に
も
行
は
れ
、
愛
蘭
土
に
は
第
十
世
紀
第

十
一
世
紀
に
は
其
の
技
術
の
最
高
潮
に
達
し
て
み
る
。
叉

だ
西
班
牙
の
ム
ァ
ー
人
の
中
に
も
之
を
作
ら
れ
た
の
を
見

る
の
で
あ
る
Q
次
に
我
々
は
眼
を
轄
じ
て
東
方
諸
國
に
於

け
る
其
の
分
布
を
調
べ
て
見
よ
う
。

五

　
東
洋
で
は
印
度
を
は
じ
め
中
央
亜
細
亜
の
各
地
に
、
矢

張
り
此
の
技
術
が
頗
る
古
く
か
ら
存
在
し
て
み
る
。
此
の

亜
細
亜
の
寳
飾
師
は
蔵
置
の
難
民
地
に
よ
っ
て
影
響
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
第
矧
號
　
　
　
　
二
君
　
　
（
五
三
六
）

れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
将
π
彼
等
ご
同
源
か
ら
出
で
た
も

の
で
あ
る
か
は
、
容
易
に
知
る
こ
ご
は
出
來
な
い
が
、
兎

に
角
古
へ
の
宣
言
の
そ
れ
ご
同
標
の
絞
樺
を
保
存
し
、
同

様
の
手
法
を
以
て
今
観
藁
細
工
を
し
て
み
る
こ
ご
丈
け
は

確
か
で
あ
る
。
サ
ー
・
ジ
ヨ
ー
ヂ
・
バ
ー
ド
ヅ
ソ
ド
氏
（
ω
酵

Ω
Φ
○
お
○
霞
厭
〔
享
O
o
島
）
は
、
印
度
の
オ
ソ
ッ
’
サ
（
○
臨
。
・
鈴
）

ク
タ
ソ
ク
（
∩
暮
3
0
二
）
な
ざ
の
住
艮
が
驚
く
可
き
熟
練
ビ

精
巧
の
域
に
達
し
た
銀
製
細
金
細
工
を
以
て
、
其
の
性
質

ムエ

ｭ
ア
ラ
ゼ
ヤ
、
マ
ル
タ
、
誹
…
．
威
、
　
瑞
血
ハ
及
び
丁
二
一
に
補
笹
は

つ
て
み
る
技
術
、
又
古
代
下
士
ビ
ザ
ン
チ
ウ
ム
・
エ
ト
ル

ジ
ヤ
の
そ
れ
ご
全
く
相
同
じ
も
の
で
、
恐
く
は
フ
ェ
ニ
、
キ

ャ
入
及
ア
ラ
ビ
ヤ
人
に
よ
っ
て
西
方
諸
書
に
輸
入
せ
ら
れ

ノ
ル
マ
ン
人
に
よ
っ
て
ス
カ
ン
ヂ
ネ
ビ
ヤ
に
、
中
世
の
交

易
の
結
果
土
耳
其
斯
坦
に
擾
が
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
ざ
云
・

ひ
、
其
の
根
源
地
は
明
言
し
て
居
ら
な
い
が
却
っ
て
亜
細

亜
躁
印
度
に
あ
る
か
の
如
き
口
吻
を
養
し
て
み
る
Q
併
し

私
は
直
に
此
「
の
推
測
に
賛
成
す
る
こ
ご
は
出
備
な
い
が
、



ρ

’

此
等
東
西
の
技
術
の
間
に
聯
絡
の
存
し
て
居
る
こ
ご
は
認

め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
汗
九
百
〇
三
年
「
デ
ー
り
博
覧
會
欝
録
」
に
採
ろ
。
）

　
印
度
に
於
い
て
は
此
の
細
金
細
工
ー
ー
否
な
寧
ろ
銀
を

使
用
す
る
場
合
が
多
い
か
ら
、
細
銀
細
工
ご
云
ふ
方
が
宜

い
か
も
知
れ
な
い
一
の
中
心
は
各
地
に
あ
る
が
、
其
の

一
は
ク
タ
ソ
ク
（
ρ
珪
9
0
ざ
で
、
最
も
早
く
か
ら
傳
は
っ

て
み
る
も
の
ご
思
は
れ
る
。
其
他
ト
リ
キ
ノ
ポ
ソ
　
（
日
嵐
，

〇
三
胎
○
℃
○
同
団
）
、
グ
ジ
ヵ
（
U
麟
0
8
）
、
ラ
ン
グ
ー
ン
（
圃
ρ
欝
σ
q
竈

0
9
μ
）
、
ヂ
ヤ
ン
シ
（
甘
餌
琶
）
、
コ
ツ
タ
地
方
（
囚
○
仲
孚
。
ω
伴
9
8
）

等
は
其
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
工
匠
は
各
地
を

族
行
し
て
、
其
の
行
き
難
き
／
～
で
、
入
の
需
に
慮
じ
て

其
事
の
中
庭
や
ヅ
ェ
ラ
ン
グ
な
ざ
で
仕
事
を
す
る
。
先
づ

最
初
地
金
を
客
か
ら
受
取
る
時
之
を
計
量
し
、
製
品
が
寓

來
上
っ
た
ら
蒋
び
之
を
計
っ
て
、
た
や
之
に
封
ず
る
特
殊

の
勢
銀
を
支
彿
は
れ
る
も
の
も
あ
る
と
の
事
で
あ
る
Q

（大

p
百
科
罫
書
に
擦
る
）
又
た
此
の
技
術
に
小
さ
い
小
集
が
用
ゐ
ら
れ

る
こ
ご
は
「
千
九
百
〇
三
年
デ
ジ
ー
博
麻
冤
愈
｛
目
録
」
申
・
の
左

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
細
金
細
工
に
就
て

の
記
載
に
よ
っ
て
知
る
こ
ご
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
イ
リ
　
グ
　
リ

「
粋
者
に
取
っ
て
興
味
の
あ
る
者
は
細
金
細
工
に
若
く
技

　
術
は
無
か
ら
う
。
仕
事
の
大
部
分
は
小
児
に
よ
っ
て
行

　
は
れ
る
の
で
、
銀
細
工
屋
の
男
見
或
は
徒
弟
で
、
入
歳

　
十
歳
以
下
の
も
の
も
少
く
な
い
。
彼
等
の
敏
捷
な
指
先

　
き
ご
、
輕
遽
な
親
畳
は
、
此
の
仕
事
の
成
功
に
映
く
可

　
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
親
方
が
材
料
を
用
意
し
、
意

　
匠
の
大
膿
を
決
め
る
。
た
や
最
も
純
粋
の
銀
丈
け
が
用

　
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
愈
々
使
用
す
る
前
に
は
少
量

　
の
鉛
を
之
に
交
せ
る
の
で
あ
る
。
之
を
転
た
い
線
に
引

　
き
伸
し
、
次
に
之
を
撚
り
振
ぢ
て
綱
か
紐
の
様
な
外
観

　
を
輿
へ
る
。
そ
こ
で
木
の
葉
か
花
辮
の
形
を
し
た
枠
縁

　
を
銀
で
作
っ
て
、
之
を
子
供
等
の
一
人
に
與
へ
る
ご
、

　
彼
は
銀
線
を
所
要
の
長
さ
に
切
蜥
す
る
。
此
の
切
っ
た

　
銀
線
を
一
本
宛
栂
指
ご
食
指
ご
の
聞
に
握
み
、
其
の
一

　
端
を
孚
圓
形
に
曲
げ
る
。
之
を
件
の
枠
縁
の
内
に
突
き

　
入
れ
、
共
の
内
側
に
段
々
他
の
線
を
も
包
め
込
ん
で
一

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
ご
九
（
五
三
七
）



喝

　
　
第
七
巻
　
　
研
　
努
　
　
細
金
細
工
に
就
て

杯
に
す
る
。
そ
れ
で
之
を
親
方
に
出
す
ご
、
彼
は
金
華

接
幽
門
を
之
に
た
ら
し
、
雲
母
片
上
に
載
せ
て
銀
線
の

束
ε
縁
ε
が
皆
ん
な
接
著
し
葬
る
ま
で
窯
中
に
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
〇
　
（
五
三
八
）

の
で
あ
る
Q
叉
た
最
後
に
仕
上
げ
を
や
り
掃
除
を
し
磨

き
を
か
け
て
銀
を
光
ら
す
こ
ビ
は
、
頗
る
興
味
あ
る
こ

ご
で
あ
る
が
、
是
は
多
少
秘
法
に
号
す
る
。
L
（
三
十
八
頁
f
九
頁
）

の
で
あ
る
。
手
腕
は
必
要
な
部
分
以
外
に
接
著
液
を
は

み
出
さ
し
め
な
い
こ
ご
に
存
す
る
。
斯
く
し
て
各
息
差

辮
を
作
り
、
最
後
に
之
を
結
合
し
て
所
要
の
形
を
作
る

　
此
の
面
旧
い
記
事
和
外
に
し
て
、
我
々
は
印

度
に
於
い
て
、
細
金
細
工
が
果
し
て
何
時
頃
か

ら
存
在
し
て
居
っ
た
か
、
又
た
其
の
最
も
古
い

朝
も
の
が
何
時
の
も
の
で
あ
る
か
等
に
就
い
て
知

撃
こ
妥
得
な
い
の
は
機
で
あ
る
・

撚魏
　
六
　
　
　
鳥

見
．舗

印
度
か
ら
更
に
東
に
進
ん
で
支
那
に
於
い
て

此
の
細
金
細
工
が
存
在
し
て
み
る
か
、
何
う
か

ご
云
ふ
ビ
、
我
々
は
現
在
に
於
て
も
此
の
技
術

が
工
匠
の
間
に
傳
は
つ
て
み
る
ご
同
時
に
其
の

精
巧
な
作
品
の
存
在
す
る
こ
と
は
、
ブ
ソ
シ
エ
ル
氏
の
「
支

那
美
術
」
鱗
二
に
説
か
れ
て
あ
る
通
り
℃
あ
る
。
併
し
此
の

近
代
の
技
術
に
至
っ
て
は
西
洋
か
ら
新
に
輸
入
せ
ら
れ
た

ノ



疑
を
薄
れ
る
除
地
が
無
い
で
も
な
い
が
、
彼
の
關
野
博
士

が
朝
鮮
大
同
江
面
の
漢
藤
浪
の
郡
治
に
近
い
古
墳
か
ら
曇

掘
せ
ら
れ
た
帯
留
金
具
を
見
る
に
及
ん
で
は
少
く
ご
も
六

朝
以
前
或
は
後
漢
頃
に
、
支
那
に
於
い
て
「
フ
イ
ソ
グ
レ

龍
一
、
子
龍
⊥
ハ
を
造
り
出
－
繊
細
な
る
金
線
及
磐
粟
粒
大

の
金
粒
を
以
て
、
其
の
表
面
に
細
部
を
作
り
出
せ
る
者
に

て
手
法
雄
健
に
し
て
而
か
も
精
巧
無
比
こ
も
云
ふ
可
き

啓
し
と
登
見
者
關
野
氏
が
云
は
れ
た
逼
り
で
、
共
の
金
線

一
」
の
精
巧
な
る
細
工
が
存
在
し
て
居
っ
た
こ
ご
を
謹
明

し
て
理
り
あ
る
の
で
あ
る
。
是
は
帯
留
の
尾
錠
で
所
謂

「
鍔
」
ビ
碧
く
可
き
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
長
三
寸
一
分
五

厘
、
横
二
寸
翻
り
の
準
た
い
表
面
の
上
に
「
純
金
に
て
母

　
　
　
第
毛
巻
　
研
究
　
細
金
綱
工
に
就
て

　
は
直
径
約
一
厘
金
粒
も
殆
ざ
同
大
で
一
李
方

　
醍
醐
五
十
に
達
す
る
細
か
な
も
の
で
あ
る
。

前（

趨
?
博
士
「
新
に
獲
掘
ぜ
る
樂
浪
の
古
繁
し
考
古
學
雑
誌
八
ノ
一
）
砦
龍
の
出
息
匠

圖
は
全
く
支
那
的
で
あ
っ
て
、
之
を
製
作
し
た

ト
者
は
支
那
人
自
身
で
無
く
て
も
、
支
那
の
土

ま
ロ

懸
隔
に
於
い
て
、
支
那
入
の
意
匠
を
以
て
作
ら

大　
れ
た
も
の
に
相
蓮
無
く
、
我
々
は
支
那
め
本

　
國
か
ら
離
れ
だ
遠
方
の
植
民
地
「
プ
ロ
ヅ
イ

　
ソ
ス
」
ご
で
も
言
ふ
怪
き
樂
浪
の
土
地
で
、

斯
る
遺
物
を
見
る
か
ら
に
は
、
支
那
本
國
に
於
甘
る
帝
王
9

貴
族
等
が
更
に
ご
れ
丈
け
驚
く
可
き
技
術
を
示
し
舵
作
品

を
有
し
て
居
っ
た
か
を
想
像
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

　
さ
て
支
那
に
於
い
て
此
の
「
細
金
細
工
」
は
古
く
如
何
な

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
三
一
（
五
三
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
細
金
綱
工
に
就
て

る
名
号
を
以
て
呼
ば
れ
て
居
っ
た
か
ご
云
ふ
に
、
私
は
未

だ
之
に
臆
し
て
充
分
な
る
確
答
を
與
へ
る
こ
ご
が
出
山
な

い
が
、
唐
六
典
に
は
十
四
種
の
金
の
加
工
が
畢
げ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ

居
り
其
の
中
に
錆
金
撚
金
俄
金
な
ご
ご
云
ふ
も
の
が
あ
る

恐
ら
く
は
此
等
の
う
ち
に
細
金
細
粒
の
細
工
に
中
る
も
の

が
あ
る
の
で
は
無
か
ら
う
か
。
庭
が
叢
に
細
金
細
工
ざ
關

係
あ
る
ご
思
は
れ
る
面
尊
い
話
は
符
秦
の
時
代
に
作
ら
れ

た
王
胤
の
「
拾
蓮
記
」
に
出
て
み
る
「
蹴
金
烏
」
の
話
で
あ

る
。「

明
帝
帥
位
二
年
超
露
禽
之
園
（
中
略
）
昆
明
國
貢
噺
金
烏
（
榊
）

　
帝
得
此
烏
、
畜
於
露
芝
之
園
、
無
識
眞
珠
、
飲
以
維
騰

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ

　
　
　
へ
　
ゆ
　
へ

　
や
　
　
へ

　
鳥
常
吐
金
屑
如
粟
、
錆
之
可
論
難
、
（
艸
）
此
島
畏
霜
病
毒

　
超
小
屋
庭
之
日
辟
官
金
、
藁
皆
用
水
精
蓄
髪
騙
、
面
内

　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
外
心
光
、
宮
入
禦
黒
鳥
吐
之
金
、
用
飾
叙
颯
、
謂
之
辟

　
ヘ
　
　
へ

寒
會
云
々
（
「
蓮
異
詫
」
に
も
艶
の
島
の
話
が
簡
輩
に
出
て
み
る
O
）

　
例
の
「
拾
滝
記
」
一
流
の
紳
秘
不
稽
な
話
で
あ
る
が
、
金

屑
粟
の
如
く
、
之
を
以
て
叙
猟
を
飾
る
に
用
ゐ
π
ご
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
二
　
（
五
四
〇
）

こ
ご
は
、
兎
に
角
倉
の
細
金
細
工
に
廻
す
る
知
見
を
豫
想

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
思
ふ
。
又
た
同
じ

「
拾
遺
記
」
に
石
季
世
の
愛
卿
翔
風
な
る
も
の
が
、
非
常
な

美
入
で
、
玉
聾
を
絶
ち
巧
に
金
色
を
概
る
ε
云
ふ
の
で
、

石
崇
の
左
右
に
は
常
に
同
一
の
服
飾
を
な
さ
し
め
た
十
入

の
美
人
を
警
ん
で
侍
ら
し
め
、
軽
風
が
其
の
美
人
の
颯
玉

の
音
ご
金
轡
の
色
ご
を
見
別
け
間
き
分
け
て
、
玉
聲
の
輕

き
も
の
を
前
に
居
ら
し
め
、
金
色
の
艶
な
る
も
の
を
後
に

　
　
う

居
ら
し
め
π
ε
云
ふ
こ
ご
が
書
い
て
あ
る
。
而
も
其
の
玉

現
金
叙
は
、

「
使
翔
風
調
玉
以
村
工
人
、
爲
倒
龍
之
颯
、
藁
金
爲
鳳
冠

　
之
叙
、
言
刻
玉
詳
論
龍
之
勢
、
鋳
金
叙
象
鳳
皇
之
冠
し
。

ご
あ
り
、
此
の
金
を
榮
し
て
鷲
鼻
の
叙
を
謙
る
ご
云
ふ
の

も
、
何
ご
な
く
細
金
細
工
の
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
一
般
に
は
此
の
細
金
細
工
ご
他
の
細
か
な
彫
刻
ご
を

細
別
せ
す
し
て
、
論
い
金
銀
彫
銭
な
ご
の
文
字
の
う
ち
に

総
聡
し
て
居
っ
た
こ
ご
は
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

’



七

　
我
々
は
又
た
朝
鮮
に
於
い
て
漢
の
郡
縣
以
外
の
土
地
、

殊
に
古
へ
の
新
羅
任
那
の
國
の
右
墳
か
ら
も
、
此
の
細
金

細
工
の
遺
昂
を
螢
見
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
是
は
主
ε
し

て
耳
管
の
上
に
認
め
ら
れ
る
。
螢
見
地
は
慶
州
附
近
の
古

墳
、
晋
洲
、
昌
寧
、
梁
山
、
星
州
の
古
墳
な
ざ
で
あ
っ
て
、
就

中
慶
州
．
爽
見
習
に
精
巧
な
も
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
普
門
里

古
墳
か
ら
關
野
博
士
や
原
田
學
士
の
襲
掘
せ
ら
れ
た
の
が

其
の
好
例
で
あ
る
が
（
「
朝
鮮
古
蹟
圓
譜
」
第
三
丁
零
古
蹟
調
査
報
告
等
）
里
並
以
外
か
ら

出
た
も
の
に
は
粗
製
品
で
た
や
細
金
細
工
の
手
法
を
示
し
蔦

て
る
る
融
け
で
、
線
量
の
可
成
太
い
も
の
も
無
い
で
は
な

い
。
又
だ
此
の
耳
飾
ざ
同
形
式
帽
手
纏
の
も
の
が
、
日
本
・

の
古
墳
か
ら
も
往
々
に
℃
て
褒
見
せ
ら
れ
、
其
の
分
布
は

九
州
か
ら
四
國
、
近
畿
、
東
海
、
北
陸
、
東
山
に
ま
で
援
が
つ

て
已
に
＋
数
ヶ
所
に
達
し
て
み
る
。
（
朝
鮮
二
軸
府
大
正
七
年
度
古
蹟
訓
査
報
告
書
参
照
）

そ
の
中
で
も
最
も
顯
著
な
の
は
肥
後
玉
名
郡
江
田
の
古
墳

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
細
金
細
工
に
就
て

か
ら
出
葺
飾
で
あ
ら
う
。
（
能
…
本
縣
更
蹟
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
一
研
）
此
等
に

關
し
て
私
は
今
ま
一
々
精
し
い
叙
述
を
す
る
邊
は
無
い
が

此
の
日
本
古
墳
嚢
児
品
は
種
々
の
黙
か
ら
ざ
う
し
て
も
朝

鮮
か
ら
喩
期
せ
ら
れ
沈
も
の
ご
推
定
せ
ち
れ
、
朝
鮮
の
も

の
は
或
者
は
朝
鮮
で
作
ら
れ
、
聾
者
は
支
那
か
ら
轍
入
せ

ら
れ
だ
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
無
い
ビ
思
は
れ
る
が
、
固

よ
り
一
々
の
實
例
に
於
い
て
も
之
を
確
言
す
る
こ
ε
は
出

席
な
い
。
た
い
私
は
斯
の
襟
な
作
品
が
朝
鮮
歪
製
作
す
る

こ
ご
が
出
摩
な
か
っ
た
こ
言
ふ
こ
ビ
は
云
へ
ま
い
ご
思
ふ

の
で
あ
る
。
此
の
種
類
の
技
術
は
一
度
他
か
ら
傳
習
せ
ら

れ
だ
な
ら
ば
、
新
し
い
意
匠
手
法
を
加
へ
な
い
限
り
、
地

方
の
工
匠
の
手
に
長
く
保
存
し
て
失
は
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
彼
等
は
ブ
ソ
シ
エ
ル
民
の
言
の
如
く
「
，
軍
簡
な
る
器

具
を
使
用
す
る
に
無
限
の
怨
耐
ご
敏
捷
ご
を
以
て
し
」
此

の
面
倒
な
技
術
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
私
は
期
年
慶
州
に
滞

在
し
て
み
た
時
、
悶
ロ
ニ
闘
程
の
少
な
や
か
な
店
舖
を
有
．

し
細
金
細
工
や
彫
艀
船
作
品
数
箇
を
店
頭
に
飾
っ
て
、
コ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
三
（
五
四
一
）
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第
七
巻
　
　
研
突
　
細
金
細
工
に
就
て

ッ
く
ご
細
工
を
し
て
み
る
老
翁
を
見
た
。
請
せ
ら
れ
る

ま
、
に
天
井
の
低
い
小
さ
い
温
突
の
部
屋
へ
這
入
っ
て
翁

定
色
々
話
し
を
交
し
た
が
、
彼
は
座
右
に
一
人
の
少
年
の

助
手
を
使
っ
て
み
る
丈
け
で
あ
る
。
彼
は
大
き
な
眼
鏡
を

▼

脱
づ
し
、
・
襲
の
手
を
止

め
て
細
金
細
工
に
就
い

て
語
っ
た
が
、
矢
張
り

吹
管
を
以
て
線
粒
を
接
．

著
せ
し
め
る
の
で
、
先

年
米
國
の
博
覧
愈
「
へ
も

出
陳
し
た
ざ
自
慢
を
し

て
ゐ
π
o
私
は
こ
ん
な

馬
屋
の
中
で
此
の
老
仁
熊

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
四
（
五
四
二
）

慶
州
の
都
で
あ
の
耳
飾
の
類
が
作
ら
れ
て
も
何
等
の
不
思

議
は
無
い
ε
ッ
ク
み
＼
と
思
ひ
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

と
少
年
の
手
に
よ
っ
て
、
店
頭
に
飾
っ
て
あ
る
様
な
精
巧

　
シ
ヤ
ト
レ
ロ
ヌ

な
懸
垂
化
粧
具
（
O
げ
騨
伴
O
一
9
一
】
P
O
）
の
類
が
作
ら
れ
る
こ
ε
を

意
外
に
戚
じ
π
ε
同
時
に
、
斯
う
云
ふ
風
な
工
匠
が
、
斯

う
云
ふ
風
の
製
作
所
で
作
つ
だ
こ
す
れ
ば
、
新
羅
の
盛
時

八　
　
以
上
私
ば
細
金
細
工
即
ち
「
フ
ィ
リ
ブ

　
レ
ー
」
に
就
い
て
挨
及
か
ら
希
…
臓
エ
ト
ル

響
ヤ
、
印
度
か
ら
支
那
朝
鮮
に
至
る
廣
大

纏
な
る
分
布
を
述
べ
て
鞭
つ
た
が
、
材
料
⑳

卿
不
券
ご
研
究
の
不
徹
唇
は
薫
る
場

囎
倉
は
古
代
の
遺
品
に
就
い
て
来
す
こ
ご

飾
が
出
郷
す
、
潤
る
場
合
に
は
中
間
の
地
方

　
に
翻
し
て
何
事
も
述
べ
る
こ
ご
が
出
來
な

　
か
っ
た
歌
謡
で
あ
る
の
で
、
從
っ
て
此
の

技
術
が
世
界
に
振
が
つ
だ
経
路
ご
其
の
根
源
地
を
ト
レ
ー

ス
し
て
行
く
こ
ε
は
甚
だ
因
難
で
あ
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も

無
い
。
た
や
明
か
な
事
實
は
細
金
細
工
が
最
も
古
く
埃
及

に
存
在
し
、
希
臓
人
や
エ
ト
ル
ス
キ
の
手
に
よ
っ
て
、
讐

9



常
な
獲
蓬
を
な
し
た
事
ε
印
度
其
他
の
東
洋
諸
國
に
も
此

の
技
術
が
傳
は
つ
て
居
っ
て
、
支
那
で
は
後
漢
若
く
は
三

國
時
代
頃
に
巳
に
頗
る
精
巧
な
作
品
が
出
癖
、
又
た
朝
鮮

で
は
支
那
六
朝
に
相
御
す
る
時
代
に
其
の
遺
物
を
見
、
同

時
に
そ
れ
が
日
本
に
も
輸
入
せ
ら
れ
た
こ
ご
で
あ
る
。
而

か
も
此
の
「
ブ
イ
リ
グ
レ
ー
」
の
如
き
特
殊
の
技
術
が
此
等

各
地
方
で
自
嚢
的
に
起
つ
た
こ
ご
を
信
ず
る
よ
り
も
、
寧

ろ
一
つ
の
根
源
か
ら
擾
が
つ
た
も
の
こ
す
る
こ
ε
が
最
も

穏
當
で
あ
る
こ
ご
を
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、
希
臓
の
技
術
が

韓
藍
大
王
の
東
征
ご
共
に
印
度
中
黒
に
傳
播
し
、
之
が
又

た
尊
老
以
後
支
那
ご
西
域
ご
の
交
蓮
が
始
ま
っ
た
結
果
支

那
に
傅
へ
ら
れ
、
支
那
か
ら
朝
鮮
へ
這
入
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
こ
の
推
察
は
文
化
交
蓮
の
大
勢
か
ら
見
て
も
、
最
も

自
然
な
見
方
で
あ
る
ご
信
ず
る
の
で
あ
る
。
希
臓
披
術
は

勿
論
東
方
の
影
響
を
蒙
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
東
方

か
ら
直
接
に
絶
東
に
傳
つ
た
も
の
ε
す
る
よ
b
は
、
一
且

希
臓
へ
行
っ
て
か
ら
、
再
び
東
漸
し
た
も
の
こ
私
は
考
へ

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
回
金
細
工
に
就
て

度
い
の
で
あ
る
。
又
た
斯
る
技
術
は
工
匠
そ
の
者
が
一
方

か
ら
他
方
へ
移
住
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
総
量
せ
ら
れ
る
ば

か
り
で
無
く
、
軍
に
其
の
作
品
ご
技
術
に
話
す
る
ロ
傳
丈

け
で
も
、
時
に
は
嬢
が
る
乙
も
あ
る
に
蓮
ひ
無
い
。
何
分

交
献
記
録
に
謹
糠
を
求
め
る
こ
ご
を
期
待
し
得
な
い
工
藝

技
術
上
の
事
柄
で
め
る
上
に
、
考
古
學
上
の
資
料
も
未
だ

不
充
分
で
あ
る
か
ら
、
私
は
今
日
以
上
の
如
き
不
満
足
な

記
述
と
漠
然
た
る
推
測
を
試
み
る
外
な
い
の
を
深
く
蓮
憾

ε
す
る
∩
併
し
世
界
の
文
明
史
特
に
美
術
工
害
毒
上
に
最

も
興
味
あ
る
此
の
問
題
は
、
將
家
清
々
學
者
の
注
意
を
惹

き
研
究
の
促
進
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
希
望
し
て
已
ま
な
い
。

第
四
號

．

三
五
　
（
五
四
三
）


